
休
業
中
課
題
（
国
語
）
⑥

「
一
点
」
の
差
が
合
否
を
分
け
る
！

今
覚
え
た
い
、
国
語
の
知
識
⑥

☆
特
に
医
療
・
看
護
系
進
路
を
考
え
て
い
る
者
、
大
学
入
試
の
科
目
で
国
語
が
必
要
と
な
る
可
能
性
の
者
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ
い
。

１

カ
タ
カ
ナ
部
を
漢
字
に
直
し
て
答
え
よ
。

①
タ
コ
は
キ
ュ
ウ
バ
ン
で
獲
物
を
と
る
。

②
落
ち
込
ん
で
い
る
友
人
を
ハ
ゲ
ま
し
た
。

③
喜
び
イ
サ
ん
で
観
光
に
出
か
け
た
。

④
古
風
な
エ
ガ
ラ
の
洋
皿
を
買
う
。

⑤
山
を
カ
ン
ツ
ウ
し
て
道
路
を
整
備
す
る
。

⑥
船
の
ド
ウ
タ
イ
に
穴
が
あ
く
。

⑦
ア
ミ
ダ
ナ
か
ら
荷
物
を
下
ろ
す
。

⑧
カ
の
鳴
く
よ
う
な
声
で
話
す
。

⑨
コ
ー
チ
へ
の
就
任
要
請
を
カ
イ
ダ
ク
す
る
。

⑩
ム
ジ
ュ
ン
に
満
ち
た
人
生
だ
っ
た
。

⑪
信
者
に
厳
し
い
カ
イ
リ
ツ
を
課
す
。

⑫
背
骨
の
ゆ
が
み
を
キ
ョ
ウ
セ
イ
す
る
。

⑬
年
の
暮
れ
は
ア
ワ
た
だ
し
い
。

⑭
議
会
の
少
数
派
に
カ
タ
イ
れ
す
る
。

⑮
渡
り
鳥
が
南
国
の
島
で
エ
ッ
ト
ウ
す
る
。

⑯
イ
ッ
シ
ュ
ン
の
出
来
事
だ
っ
た
。

⑰
心
の
オ
ク
ソ
コ
を
親
友
に
打
ち
明
け
る
。

⑱
エ
リ
を
た
だ
し
て
先
生
の
話
を
聞
く
。

⑲
狂
言
や
ガ
ガ
ク
を
鑑
賞
す
る
。

⑳
業
績
不
振
で
カ
イ
コ
を
言
い
渡
さ
れ
た
。

㉑
需
要
と
供
給
の
キ
ン
コ
ウ
を
図
る
。

㉒
食
べ
か
す
が
歯
間
に
ハ
サ
ま
る
。

２

次
の
空
欄
に
当
て
は
ま
る
語
を
後
か
ら
選
び
、
漢
字
に
直
せ
。

①
好
機
□
来

⑥
弊
衣
破
□

②
明
鏡
□
水

⑦
□
制
緩
和

③
粉
□
決
算

⑧
志
操
□
固

④
□
小
棒
大

⑨
□
力
更
生

⑤
合
従
□
衡

⑩
一
□
来
復

け
ん

し
ん

と
う

き

ぼ
う

じ

よ
う

し

し
ょ
く

れ
ん

３

次
の
意
味
に
合
う
カ
タ
カ
ナ
語
を
後
か
ら
選
び
、
答
え
よ
。

①
自
己
同
一
性
。

②
自
我
。
利
己
主
義
。

③
世
界
全
体
に
わ
た
る
さ
ま
。
世
界
的
な
。

④
文
章
の
前
後
の
つ
な
が
り
。
文
脈
。

⑤
相
反
す
る
二
つ
の
事
柄
の
板
挟
み
に
な

っ
て
動
き
が
と
れ
な
く
な
る
こ
と
。

⑥
民
主
主
義
。

⑦
逆
説
。

⑧
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
の
上
下
関
係
に
よ
っ
て

秩
序
づ
け
ら
れ
た
組
織
。
階
層
制
。

デ
モ
ク
ラ
シ
ー
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
・
ジ
レ
ン
マ
・
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
・
グ
ロ
ー
バ
ル
・
カ
オ
ス
・
エ
ゴ
・
コ
ン
テ
ク
ス
ト

４
、
次
の
文
章
は
あ
る
小
説
の
冒
頭
文
で
あ
る
。
作
者
名
を
選
べ
。

１
、
石
炭
を
ば
早
は
や
積
み
果
て
つ
。
中
等
室
の
卓
の
ほ
と
り
は
い
と
静
に

て
、
熾
熱
燈
の
光
の
晴
れ
が
ま
し
き
も
い
た
づ
ら
な
り
。

２
、
え
た
い
の
知
れ
な
い
不
吉
な
塊
が
私
の
心
を
始
終
お
さ
え
つ
け
て
い
た
。

３
、
隴
西
の
李
徴
は
博
学
才
穎
、
天
宝
の
末
年
、
若
く
し
て
名
を
虎
榜
に

さ
い
え
い

こ
ぼ
う

連
ね
、
つ
い
で
江
南
尉
に
補
せ
ら
れ
た
が
、
性
、
狷
介
、
自
ら
恃
む
と
こ
ろ

た
の

す
こ
ぶ
る
厚
く
、
賤
吏
に
甘
ん
ず
る
を
潔
し
と
し
な
か
っ
た
。

４
、
山
の
手
線
の
電
車
に
跳
ね
飛
ば
さ
れ
て
怪
我
を
し
た
、
其
後
養
生
に
、

一
人
で
但
馬
の
城
崎
温
泉
へ
出
掛
け
た
。

５
、
私
は
そ
の
人
を
常
に
先
生
と
呼
ん
で
い
た
。
だ
か
ら
こ
こ
で
も
た
だ
先

生
と
書
く
だ
け
で
本
名
は
打
ち
明
け
な
い
。

梶
井
基
次
郎

太
宰
治

宮
沢
賢
治

中
島
敦

志
賀
直
哉

夏
目
漱
石

森
鷗
外
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